
第２回三春町公共施設整備方針検討委員会議事録 

 

１．日  時  平成 23 年 12 月 19 日（月）午後１時３０分から午後３時３０分 

２．場  所  役場庁舎３F 会議室及び現地調査 

３．出席委員  大津茂委員長、佐久間保一副委員長、幕田勝壽委員、佐久間藤人委員、 

       大内勇委員、伊藤満委員、影山佳宣委員、過足長貞委員、武田泰夫委員、 

       松崎正夫委員、内藤忠委員、降矢由美子委員、深谷茂委員、遠藤真弘委員 

４．内容 

 (1) 開会 

(2) 委員長あいさつ 

(3) 議事 

   〔委員長〕 

議事番号(1)について、事務局からの説明をお願いします。 

〔事務局〕 

（資料に基づき説明） 

   〔委員長〕 

それでは、現地調査に移りたいと思います。 

 

〔現地調査〕 

○ 町民図書館 

－ 図書館長概要説明 － 

   〔委員〕 

閲覧用のスペースが狭いと思うが、どの程度のスペースがあればよいと考えるか。

〔図書館長〕 

広ければ広いほうがよいが、今の 3 倍程度は最低限必要か。 

   〔委員〕 

     図書館司書の有資格者の配置はどのような条件があるのか。 

   〔図書館長〕 

     公共図書館なので、最低限 1名の配置が必要である。 

   〔委員〕 

     現在の設置場所についてはどう思うか。 

   〔図書館長〕 

     小学校が近いことや児童館が近いことなどから、子供たちが利用しやすい場所に

あると考えている。 

○ 旧公民館 

－ 事務局概要説明 － 

○ 役場庁舎 

－ 事務局概要説明 － 

 

 



〔委員長〕 

ただいま行った現地調査を踏まえ、議事を進めたいと思います。 

議事番号(2)について、事務局からの説明をお願いします。 

〔事務局〕 

（資料に基づき説明） 

   〔委員長〕 

ただいまの説明について、質問等ありませんか。 

〔委員〕 

別紙資料では現三春中学校の解体費用が掲載されているが、解体は決まっている

のか。 

〔事務局〕 

解体した場合の試算した数値を掲載しているだけであり、解体することが決まっ

ているわけではない。本委員会での議論をお願いしたいものである。 

   〔委員〕 

     旧公民館を貸付している各団体との協議などは行っているのか。 

   〔事務局〕 

     現時点では協議は行っていない。具体的な方針が定まれば、協議を行っていきた

いと考えている。 

   〔委員〕 

     二核一軸構想などを踏まえた検討は行っているのか。 

   〔事務局〕 

     役場庁舎や旧公民館については、あくまで耐震補強といった観点からの検討を行

っている。二核一軸構想を踏まえた検討は行っていないが、本委員会での様々な

視点からの議論をお願いしたいものである。 

   〔委員〕 

     公共施設などは町民が利用しやすいようにするべきであり、駐車場の問題なども

しかり。そうした観点からの議論が重要と考える。 

〔委員〕 

二核一軸構想や町民が利用しやすいような施設整備など、幅広い観点からの議論

が重要である。 

〔委員〕 

まほら建設時の検討は、設置場所の議論から行い、客席の数などを詰めていった

経緯がある。 

街中の回遊ということからすれば、役場庁舎や図書館など公共施設が近くにあり、

歩いて移動できることが理想的である。 

また、遊休施設となった建物を役場庁舎に利用するなどの事例もあり、施設を建

設しなくてもよい考え方もある。 

   〔委員長〕 

     いろいろと意見が出ましたが、そうした幅広い意見を出してもらい、委員会とし

ての取りまとめを行っていきたい。 



     大まかな方向性については、次の委員会において議論していきたい。 

その他、何かありますか。 

〔委員全員〕 

なし。 

(4) その他 

 次回の委員会開催は年明け 2 月上旬を予定し、大まかな方向性について、議論す

ることとした。 

 

５．開会 

 

 

 


